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全
日
本
一
般
缶
工
業

団
体
連
合
会
は
平
成
30

年
７
月
６
日
、
東
京
・

港
区
の
浜
松
町
東
京
會

舘
で
「
一
般
缶
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
８
」
を
開
催
し
、

会
員
会
社
な
ど
１
０
４

人
が
参
加
し
た
。
運
営

委
員
長
の
鳥
居
廣
氏
が

第
１
部
及
び
第
２
部
の

司
会
を
務
め
た
。
定
村

一般缶業界に求められる開発と改善をテーマ
～ものづくり集団としての原点回帰にスポット～

全日本一般缶工業団体連合会

光
会
長
が
病
気
療
養
中

の
た
め
清
水
雄
一
郎
会

長
代
行
が
「
本
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
会
員
会
社
を
始

め
一
般
缶
業
界
に
関
係

す
る
皆
さ
ま
に
何
か
し

ら
の
学
び
や
気
づ
き
を

提
供
で
き
る
よ
う
な
場

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て

い
る
。
し
っ
か
り
と
耳

を
傾
け
て
い
た
だ
き
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
し

て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
し

た
。
第
１
部
の
消
費
税

軽
減
税
率
制
度
等
説
明

会
で
は
東
京
国
税
局
国

税
実
査
官
の
岸
岡
正
登

氏
が
平
成
31
年
10
月
か

ら
始
ま
る
同
制
度
の
ポ

イ
ン
ト
を
説
明
。
第
２

部
の
特
別
講
演
で
は
明
治
大
学
政
治
経
済
学
部
専

任
教
授
の
森
下
正
氏
が
「
一
般
缶
業
界
に
求
め
ら

れ
る
開
発
と
改
善
」
を
テ
ー
マ
に
、
も
の
づ
く
り

集
団
と
し
て
の
原
点
回
帰
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て

見
解
を
披
露
。
第
３
部
の
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は

運
営
副
委
員
長
の
小
西
康
晴
氏
が
開
会
を
述
べ
進

行
し
た
。
始
め
に
清
水
会
長
代
行
の
挨
拶
の
の
ち
、

来
賓
を
代
表
し
経
済
産
業
省
製
造
産
業
局
金
属
課

課
長
補
佐
の
篠
原
康
人
氏
が
「
鋼
材
需
要
は
堅
調

な
状
況
に
あ
る
が
、
金
属
業
界
は
中
長
期
的
に
は

厳
し
い
環
境
に
あ
る
。
一
般
缶
業
界
も
非
常
に
厳

し
い
と
聞
い
て
お
り
、
金
属
課
と
し
て
も
力
に
な

一般缶イノベーションフォーラム2018を開催一般缶イノベーションフォーラム2018を開催

消費税の軽減税率制度を
分かりやすく説明する岸岡氏

興味深く耳を傾ける参加者の皆さん

明 治 大 森 下 正 教 授 の 特 別 講 演

る
こ
と
が
あ
れ
ば
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
昨
年

の
金
属
産
業
取
引
適
正
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

で
も
一
般
缶
の
印
刷
不
良
の
返
品
事
例
を
明
記
し

た
が
、
引
き
続
き
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た

い
」
と
挨
拶
。
続
い
て
乾
杯
の
発
声
に
立
っ
た
Ｊ

Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
㈱
缶
用
鋼
板
営
業
部
缶
用
鋼
板
室

長
の
藏
本
学
氏
が
「
８
年
ぶ
り
に
ブ
リ
キ
営
業
の

部
署
に
戻
っ
た
。
当
時
と
比
べ
思
う
こ
と
が
２
つ

あ
る
。
１
つ
は
取
扱
数
量
が
非
常
に
減
っ
た
こ
と
。

２
０
１
０
年
頃
の
国
内
ブ
リ
キ
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は

年
１
０
０
万
ト
ン
そ
こ
そ
こ
あ
っ
た
が
、
足
元
で

は
70
万
ト
ン
で
約
３
割
減
と
い
う
状
況
に
あ
る
。

落
ち
込
み
の
一
番
大
き
い
の
が
飲
料
缶
で
、
一
般

缶
も
２
割
ほ
ど
減
っ
て
い
る
が
至
近
の
３
〜
４
年

は
比
較
的
に
安
定
し
て
い
る
。
二
つ
目
は
客
先
で

受
け
た
ス
チ
ー
ル
缶
の
印
象
と
し
て
、
非
常
に
美

し
く
魅
力
あ
る
缶
で
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
若
い
人

に
も
見
て
、
触
れ
て
、
感
じ
て
も
ら
う
機
会
を
作

っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
素
材
メ
ー
カ
ー
と
し
て
よ
り

よ
い
品
質
の
ブ
リ
キ
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
」
と
挨
拶
し
た
。
そ
の
後
は
歓
談
を
経
て
鳥
居

運
営
委
員
長
が
中
締
め
を
行
い
散
会
し
た
。
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開
発
と
改
善
の
違
い

　

品
質
管
理
で
い
う
「
品
質
」
と
は
1
0
0
%
良
品

を
作
る
こ
と
で
は
な
く
「
売
れ
る
」
品
質
の
こ
と
で

あ
る
。
過
剰
品
質
で
も
低
品
質
で
も
い
な
い
。
お
客

さ
ん
が
欲
す
る
品
質
を
狙
う
。
開
発
と
は
、
単
に
新

製
品
や
新
技
術
を
開
発
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
売
れ

る
も
の
を
最
小
コ
ス
ト
で
開
発
し
、
設
計
情
報
を
創

造
す
る
こ
と
。
改
善
と
は
設
計
情
報
を
転
写
し
、
最

小
コ
ス
ト
で
最
高
品
質
の
も
の
を
生
産
す
る
こ
と
で

あ
る
。

自
社
の
持
続
的
発
展
に
必
要
な
開
発
プ
ロ
セ
ス

　

持
続
可
能
経
営
の
考
え
方
に
は
従
業
員
重
視
、
仕

入
先
（
取
引
先
）
重
視
、
お
客
様
（
顧
客
）
重
視
、

地
域
住
民
重
視
、借
入
先
重
視
、投
資
家
重
視
が
あ
り
、

い
わ
ば
現
代
版
近
江
商
人
魂
で
あ
る
。

自
社
の
持
続
的
発
展
に
必
要
な
12

　

①
自
社
分
析
と
方
向
性
の
明
確
化
↓
自
社
の
で
き

る
こ
と
、
得
意
技
、
強
み
を
整
理
し
課
題
を
明
確
化

す
る
と
と
も
に
自
社
の
方
向
性
と
し
て
、
差
別
化
で

き
る
目
標
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
構
築
す
る
。②
本
業
（
コ

ア
・
コ
ン
ピ
タ
ン
ス
）
の
用
途
開
発
↓
本
業
に
対
す

る
見
方
（
捉
え
方
・
固
定
概
念
）
を
変
え
る
。③「
自

社
が
で
き
る
こ
と
・
強
み
の
棚
卸
と
再
構
築
↓
自
社

の
技
術
・
技
能
や
機
械
・
治
具
工
具
・
設
備
で
で
き

る
強
み
を
把
握
し
、
新
た
な
活
か
し
方
を
明
確
に
す

る
。④「
自
社
製
品
を
通
じ
て
自
社
技
術
を
Ｐ
Ｒ
」↓

自
社
技
術
で
開
発
し
た
自
社
製
品
を
目
標
と
す
る
市

場
で
告
知
す
る
。
こ
こ
で
い
う
自
社
製
品
と
は
、
自

社
で
販
売
す
る
こ
と
で
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
製
品
で
、
市
場
に
卸
売
り
し

自
社
製
品
化
（
売
れ
る
も
の
）
に
な
る
製
品
を
さ
す
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
専
門
用
語
に
「
認
知
訴
求
」
と

い
う
言
葉
が
あ
る
。
こ
れ
は
自
社
製
品
を
通
じ
て
技

術
が
知
ら
れ
、
技
術
が
知
ら
れ
る
こ
と
で
市
場
で
の

関
心
・
興
味
を
引
く
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
例
え
ば

缶
は
ど
こ
の
会
社
の
ど
ん
な
人
た
ち
が
ど
う
や
っ
て
、

ど
う
い
う
想
い
で
作
っ
て
い
る
の
か
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。

⑤
製
品
（
企
画
・
流
通
・
生
産
）
コ
ン
セ
プ
ト
を
明

確
化
↓
買
い
手
を
引
き
つ
け
る
魅
力
あ
る
企
画
、
い

か
な
る
属
性
の
買
い
手
か
を
設
定
し
た
流
通
、ム
リ
・

ム
ダ
・
ム
ラ
を
排
除
し
た
生
産
を
明
確
に
行
う
。⑥

製
品
・
作
品
で
は
な
く
売
れ
る
商
品
化
↓
工
場
で
生

産
さ
れ
た
製
品
を
お
客
に
販
売
す
る
商
品
に
す
る
。

⑦
既
存
技
術
・
技
能
・
設
備
・
道
具
を
活
用
↓
長
年
、

手
が
け
て
き
た
技
術
・
技
能
を
強
み
と
し
、
新
し
い

こ
と
に
転
用
す
る
。⑧
常
識
を
超
え
る
こ
と
↓
従
来

か
ら
当
た
り
前
に
や
っ
て
き
た
こ
と
（
常
識
や
慣
習

な
ど
）を
再
確
認
し
、異
な
る
視
点
か
ら
見
つ
め
直
す
。

⑨
手
間
暇
か
け
る
こ
と
↓
面
倒
な
こ
と
、
手
間
が
か

か
る
こ
と
ほ
ど
残
さ
れ
て
い
る
。
問
題
解
決
能
力
、

行
動
力
、
経
験
力
が
技
術
開
発
に
つ
な
が
る
。⑩「
製

品
（
商
品
）
誕
生
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
明
確
化
」↓
工

場
で
生
産
さ
れ
た
モ
ノ
の
背
景
（
ど
ん
な
技
術
を
使

っ
て
、
ど
ん
な
想
い
を
込
め
て
、
ど
ん
な
所
で
作
ら

れ
た
か
）
を
伝
え
る
。⑪
単
発
で
は
な
く
、
連
発
で

市
場
浸
透
↓
１
回
だ
け
の
瞬
間
的
な
注
目
を
得
て
も

見
逃
さ
れ
る
し
、
忘
れ
ら
れ
る
の
で
、
毎
年
、
新
製

品
を
開
発
し
、
発
表
し
続
け
る
。
一
度
出
展
し
た
展

示
会
へ
は
毎
年
で
出
展
し
、
見
て
も
ら
う
努
力
を
続

け
る
。⑫
異
業
種
・
異
分
野
と
の
交
流
↓
新
し
い
刺
激
、

気
づ
き
、
発
見
、
き
っ
か
け
を
作
る
場
を
持
つ
。

日
常
的
改
善
は
仕
上
げ
の
仕
事

　

地
球
環
境
を
破
壊
し
な
い
経
営
を
心
が
け
る
こ
と
。

ム
リ
・
ム
ダ
・
ム
ラ
の
排
除
か
ら
始
め
、
６
Ｒ

（Refuse:

ご
み
に
な
る
も
の
を
断
る
。Reduce

：

発
生
抑
制
。Reuse

：
再
使
用
。Repair

：
修
理
。

Rebuild

：
改
築
、
改
造
。Recycle

：
再
生
利
用
）

を
実
践
し
、
こ
れ
ら
を
事
業
化
す
る
。
さ
ら
に
自
然
、

生
活
、健
康
に
良
い
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
へ
シ
フ
ト
す
る
。

例
え
ば
長
持
ち
製
品
は
ご
み
の
減
量
化
に
つ
な
が
る

し
、
食
品
な
ら
有
機
・
無
農
薬
に
こ
だ
わ
る
。
顧
客

の
願
望
の
増
分
効
用
の
高
い
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
な
ら
、

押
し
付
け
販
売
に
は
な
ら
な
い
の
で
ム
ダ
が
な
い
。

成
長
・
発
展
に
資
す
る
組
合
活
動

①
組
合
の
理
念
・
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
化
す
る

　

基
本
理
念
と
は
組
合
の
創
業
者
た
ち
が
有
す
る
創

業
の
精
神
、
夢
や
願
い
、
価
値
観
の
こ
と
で
、
ま
さ

に
組
織
と
し
て
の
生
き
様
を
表
し
、
経
済
・
社
会
環

境
の
変
化
の
中
に
あ
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
も
の
で
あ

っ
て
、
自
分
た
ち
は
何
者
で
何
を
目
指
し
、
何
を
基

準
に
進
ん
で
い
く
の
か
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る

未
来
へ
向
け
た
イ
メ
ー
ジ
の
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、

事
業
目
的
や
目
標
、
運
営
方
針
、
業
務
上
の
慣
行
な

ど
は
経
済
・
社
会
環
境
の
変
化
の
中
で
常
に
変
わ
っ

て
い
く
も
の
で
、
基
本
理
念
と
混
同
し
て
は
な
ら
な

い
。
自
分
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
未
来
の
１
０

０
年
先
を
考
え
て
作
る
の
が
「
理
念
」
で
あ
り
、
10

年
先
を
考
え
て
作
る
の
が
「
目
的
」
で
あ
る
。

②
組
合
と
組
合
員
を
取
り
巻
く
環
境
分
析
と
経
営
資

源
の
棚
卸
し
を
行
う

　

経
営
者
、社
員
、組
合
員
、機
械
設
備
、工
場
、店
舗
、

製
品
、
サ
ー
ビ
ス
、Ｈ
Ｐ
、
広
告
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
内
部
環
境
は
個
々
の
企
業
・
組
合
の
努
力
で
変
化

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、商
圏
、顧
客
ニ
ー
ズ
、

流
行
、
他
地
域
・
他
社
・
他
組
合
と
の
競
争
状
況
、

景
気
動
向
、
法
規
制
の
改
正
、
政
策
、
交
通
環
境
な

ど
の
外
部
環
境
は
個
々
の
企
業
・
組
合
の
努
力
で
は

変
化
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
。

③
多
様
な
連
携
活
動
を
行
う

　

中
小
企
業
同
士
（
同
業
種
・
異
業
種
）
の
連
携
か

ら
農
商
工
連
携
（
中
小
企
業
・
農
林
漁
業
者
）、企
業
・

市
民
連
携
（
中
小
企
業
・
市
民
団
体
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ

Ｏ
）、
産
学
官
金
連
携
（
中
小
企
業
・
大
学
等
研
究

機
関
・
自
治
体
支
援
機
関
・
金
融
機
関
）
ま
で
多
様

な
組
織
と
の
連
携
活
動
を
積
極
的
に
行
う
。

④
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
幸
せ
に
な
る
組
合
・
企
業

を
目
指
そ
う

　

感
謝
さ
れ
、
応
援
さ
れ
る
組
合
、
期
待
（
予
想
）

以
上
の
感
動
を
与
え
る
組
合
、
拡
大
よ
り
も
充
実
の

組
合
を
目
指
す
こ
と
を
提
案
す
る
。

［講師プロフィール］

1965年埼玉県生まれ。1989年明治大学政治経済学部卒。
1994年同大学院政治経済学研究科博士後期課程単位取
得・退学。同年4月同大学政治経済学部専任助手に就任後、
専任講師、専任助教授を経て2005年4月より現職。2005年2
月に博士（経済学）を取得。専門は中小企業論。中小企業と中
小企業協同組合に対する実証研究に従事すると同時に、全国
各地の中小企業と組合のコーディネートやコンサルティング活
動にも取り組む。主要著書は『空洞化する都市型製造業集積
の未来～革新的中小企業経営に学ぶ～』『新事業創造論』な
ど他多数。

◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆

特
　
別
　
講
　
演
　
要
　
旨

森下　正 氏
明治大学 政治経済学部 
専任教授

の
手
法

もりした 　　ただし
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創
立
50
周
年
記
念
式
典
を
厳
粛
に
挙
行

　

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
平
成
30
年
５

月
24
日
、
午
後
４
時
か
ら
大
阪
市
北
区
の
Ａ
Ｎ
Ａ

Ｃ
Ｐ
ホ
テ
ル
で
創
立
50
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
し

た
。
出
席
者
は
83
人
。
冒
頭
、
清
水
雄
一
郎
理
事

長
は
「
関
係
官
庁
、
賛
助
会
員
、
ご
来
賓
の
皆
様
、

そ
し
て
代
々
の
理
事
長
は
じ
め
多
く
の
先
輩
組
合

員
の
方
々
の
ご
指
導
と
ご
支
援
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
た
い
。
一
般
缶
業
界
も
需
要
、
価
格
、
リ
サ

イ
ク
ル
の
問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
乗
り
越

え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
大
切

に
し
て
き
た
組
合
員
の
団
結
力
で
、
新
し
い
時
代

に
向
か
っ
て
業
界
発
展
の
た
め
に
努
力
し
て
い
き

た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

　

司
会
者
か
ら
『
創
立
50
周
年
の
あ
ゆ
み
』
の
ナ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
続
い
て
表
彰
式
に
入
っ
た
。

近
畿
経
済
産
業
局
長
表
彰
、
大
阪
府
中
小
企
業
団

体
中
央
会
会
長
表
彰
、
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同

組
合
理
事
長
感
謝
状
の
順
に
執
り
行
わ
れ
た
。
被

表
彰
者
を
代
表
し
て
馬
場
康
之
副
理
事
長
が
謝
辞

を
述
べ
た
。

　

続
い
て
下
宮
金
属
工
業
㈱
の
下
宮
義
弘
会
長
が

〝
組
合
50
年
の
思
い
出
〞
を
語
っ
た
。

　

来
賓
を
代
表
し
て
、
近
畿
経
済
産
業
局
長
（
小

橋
厚
司
製
造
産
業
課
長
が
代
理
）、
大
阪
府
中
小

企
業
団
体
中
央
会
会
長
（
岸
本
貴
志
連
携
支
援
部

主
幹
が
代
理
）
の
祝
辞
が
あ
っ
た
。
ま
た
松
井
一

郎
大
阪
府
知
事
の
祝
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
別
掲
）
が
披

露
さ
れ
た
。
こ
の
あ
と
、
小
西
康

晴
副
理
事
長
の
閉
会
の
辞
で
閉
式

し
た
。

　

午
後
５
時
30
分
か
ら
始
ま
っ
た

祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
清
水
理

事
長
が
開
宴
の
挨
拶
を
行
い
、
大

阪
金
属
印
刷
工
業
協
同
組
合
の
船

奥
敬
理
事
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
あ

と
、
理
事
長
ほ
か
４
人
の
方
々
で

鏡
開
き
を
行
っ
た
。
つ
い
で
東
日

本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
の
広
浜

泰
久
副
理
事
長
が
乾
杯
の
挨
拶
を

行
い
、祝
宴
に
入
っ
た
。歓
談
の
後
、

小
西
康
晴
副
理
事
長
の
閉
宴
の
言

葉
で
全
行
事
が
盛
会
の
う
ち
に
終

了
し
た
。
帰
り
際
、
組
合
特
製
の

創
立
50
周
年
記
念
缶
（
写
真
）
が

参
加
者
に
手
渡
さ
れ
た
。

主催者の挨拶をする清水理事長

創立50周年を祝って鏡開き

組合員合作による創立50周年記念缶

被
表
彰
者
名
簿
（
敬
称
略
）

近
畿
経
済
産
業
局
長
表
彰

 

団
体  

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

 

個
人  

三
国
金
属
工
業
㈱
代
表
取
締
役
辻 

亘
彦

大
阪
府
中
小
企
業
団
体
中
央
会
会
長
表
彰

 

個
人  

㈱
ゼ
ン
ユ
ー
代
表
取
締
役
会
長 

馬
場
康

之
・
江
戸
川
製
罐
工
業
㈱
代
表
取
締
役 

渡
邊
静

雄
・
中
山
製
缶
㈱
代
表
取
締
役
社
長 

中
山
裕
文

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
理
事
長
感
謝
状

 

個
人   

大
阪
製
罐
㈱
清
水
浩
一
・
生
野
金
属
㈱

小
西
克
彦
・
平
和
製
罐
㈱
中
田
成
一
・
下
宮
金
属

工
業
㈱
下
宮
義
弘

 

組
合
員
会
社
の
優
良
従
業
員  

生
野
金
属
㈱ 

仙

波
信
彦
・
同
社
盛
田
宏
美
・
大
阪
製
罐
㈱
中
森
明
・

同
社
高
羽
英
二
・
三
国
金
属
工
業
㈱
土
田
耕
一
・

同
社
大
槻
良
太
・
明
和
金
属
工
業
㈱
藤
井
篤
・
同

社
坂
本
幸
司

松
井
一
郎
大
阪
府
知
事
か
ら
の
〝
祝
メ
ッ
セ
ー
ジ
〞

　

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
の
創
立
50

周
年
を
お
祝
い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
創

立
50
周
年
記
念
式
典
及
び
祝
賀
会
の
ご
盛
会

を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

長
年
に
わ
た
り
、
一
般
缶
の
普
及
を
通
し
、

商
品
の
安
全
な
流
通
や
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
き
た
皆
様
の
ご
尽
力

に
深
く
敬
意
を 

表
し
ま
す
。

　

結
び
に
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
の

今
後
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
皆
様
の
ご
健
勝
、

ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

平
成
30
年
５
月
24
日

　
　
　
　
　
　

大
阪
府
知
事　

松
井
一
郎

50th Anniversary50th Anniversary
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会
員
組
合
通
常
総
会
報
告

■
東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

　

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
平
成
30
年
５

月
17
日
、
東
京
・
港
区
の
浜
松
町
東
京
會
舘
で
第

40
回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
委
任
状

を
含
め
36
人
。
竹
内
雅
夫
副
理
事
長
の
司
会
で
進

行
し
、
鳥
居 

廣
副
理
事
長
が
開
会
を
宣
し
、
広

浜
泰
久
理
事
長
代
行
が
挨
拶
し
た
。
同
理
事
長
代

行
が
議
長
と
な
り
「
平
成
29
年
度
事
業
報
告
書
及

び
決
算
関
係
書
類
承
認
の
件
」「
平
成
30
年
度
事

業
計
画
、
収
支
予
算
並
び
に
経
費
の
賦
課
及
び
徴

収
方
法
決
定
の
件
」「
平
成
30
年
度
借
入
金
残
高

の
最
高
限
度
決
定
の
件
」
が
上
程
さ
れ
、
提
出
議

案
は
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。
最

上
裕
光
常
任
理
事
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
終
了
し
た
。

4

◆平成30年度事業方針◆
　ＰＲ事業では、本連合会制作の「一般缶ＤＶＤ」
を小学校の社会科授業の副教材に活用してもら
うため、平成30年４月に制作した授業活用事例
動画（ユーチューブ）をＰＲし、その普及活動を推
進する。展示会では、「エコプロ２０１８」に出展し、
リサイクルの優等生である一般缶の良さを一般消
費者等にアピールする。また、スチール缶のリサイ
クルをより円滑に行うために一般缶業界独自に
制定した「一般缶材質表示マーク」の使用に関す
るマニュアルを見直す。広報事業では、一般缶リ
ーフレットを顧客の目線に合わせた内容に改訂す
る。教育情報事業では「一般缶イノベーションフォ
ーラム２０１８」を開催し、明治大学の森下正教授
から「一般缶業界に求められる開発と改善～もの
づくり集団としての原点回帰を～」をテーマに講
演していただく。このほか、景気動向等アンケート
及び一般缶鉄鋼月報の取りまとめ、新年賀詞交
歓会、一般缶連合会ニュースの発行等について
も例年どおり行う。

■
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

　

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
平
成
30
年
５

月
24
日
、
大
阪
市
北
区
・
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｐ
ホ
テ
ル
大

阪
で
第
50
期
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は

委
任
状
を
含
め
22
人
。
清
水
雄
一
郎
理
事
長
が
挨

拶
し
た
の
ち
議
長
と
な
り
「
平
成
29
年
度
事
業
並

び
に
決
算
報
告
書
の
承
認
の
件
」「
平
成
30
年
度

予
算
案
並
び
に
事
業
計
画
承
認
の
件
」「
組
合
創

立
50
周
年
記
念
式
典
開
催
の
件
」が
上
程
さ
れ
、提

出
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

小
西
康
晴
副
理
事
長
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
終
了

し
た
。

■
中
部
製
罐
工
業
協
同
組
合

　

中
部
製
罐
工
業
協
同
組
合
は
平
成
30
年
５
月
16

日
、
名
古
屋
市
中
区
・
ロ
ー
ズ
コ
ー
ト
ホ
テ
ル
で

第
68
回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
委
任

状
を
含
め
８
人
。

　

事
務
局
が
開
会
を
宣
し
、
安
藤
宏
行
理
事
長
が

挨
拶
し
た
の
ち
議
長
と
な
り
「
平
成
29
年
度
事
業

報
告
・
収
支
決
算
報
告
及
び
剰
余
金
処
分
案
の
件
」

「
平
成
30
年
度
事
業
計
画
案
及
び
収
支
予
算
案
の

承
認
に
関
す
る
件
」
が
上
程
さ
れ
、
提
出
議
案
は

い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。
石
川
浩

章
副
理
事
長
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
終
了
し
た
。

会
長
代
行
に
清
水
副
会
長
が
就
任

　

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
は
平
成
30
年

６
月
15
日
、
東
京
・
港
区
元
赤
坂
の
明
治
記
念
館

で
第
40
回
定
時
総
会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
11

人
。
安
藤
宏
行
副
会
長
の
開
会
の
辞
で
始
ま
り
、

清
水
雄
一
郎
副
会
長
が
挨
拶
し
た
あ
と
、
同
副
会

長
が
議
長
と
な
り
「
平
成
29
年
度
事
業
報
告
書
及

び
決
算
関
係
書
類
承
認
の
件
」「
平
成
30
年
度
事

業
計
画
、
収
支
予
算
並
び
に
経
費
の
賦
課
及
び
徴

収
方
法
の
決
定
の
件
」「
全
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会

第
40
回
定
時
総
会
を
開
催

動
推
進
協
議
会
の
件
」
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も

原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。「
役
員
交
代
の
件
」

で
は
、
池
田
祥
三
理
事
（
中
部
製
罐
工
業
協
同
組

合
理
事
）
が
辞
任
し
た
。
ま
た
、
定
村
光
会
長
が

病
気
療
養
中
の
た
め
、
会
長
任
期
満
了
と
な
る
平

成
31
年
６
月
ま
で
の
間
、
会
長
代
行
に
清
水
副
会

長
を
あ
て
る
こ
と
を
全
会
一
致
で
承
認
し
た
。
そ

の
他
の
案
件
で
は
、
食
品
衛
生
法
改
正
に
関
す
る

問
題
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
会
員
各
社
に
情
報

伝
達
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　

最
後
に
西
日
本
、
中
部
、
東

日
本
の
代
表
が
近
況
報
告
を
行

っ
た
の
ち
、
広
浜
泰
久
理
事
が

閉
会
の
辞
を
述
べ
終
了
し
た
。

明治記念館本館入口（明治14年建設）で記念撮影



一般缶連合会ニュース／第129号（平成30年7月30日）5

組合と組合員の将来について真剣に考える出席者

次
代
を
担
う
子
供
た
ち
に

　
　
　
日
本
の
も
の
づ
く
り
の
大
切
さ
を
発
信

東
京
・
台
東
育
英
小
学
校
で
出
前
授
業

　

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
は
平
成
30
年

２
月
28
日
、
東
京
・
台
東
区
の
台
東
育
英
小
学
校

３
年
生
（
生
徒
数
27
人
）
を
対
象
に
同
連
合
会
が

自
主
制
作
し
た
一
般
缶
Ｄ
Ｖ
Ｄ「
人
の
技
と
夢
が

詰
ま
っ
た
一
般
缶
」
を
教
材
に
出
前
授
業
を
実
施

し
た
。
平
成
29
年
11
月
28
日
に
同
校
５
年
生
で
実

施
し
て
以
来
２
回
目
と
な
る
。
出
前
授
業
は
次
代

を
担
う
子
供
た
ち
に
一
般
缶
の
社
会
的
有
用
性
や

そ
の
製
造
過
程
を
通
し
て
日
本
の
も
の
づ
く
り
の

技
術
・
知
恵
や
大
切
さ
な
ど
を
学
ん
で
も
ら
う
取

組
の
一
環
で
実
施
し
て
い
る
。
今
回
の
テ
ー
マ
は

「
一
般
缶
に
つ
い
て
知
ろ
う
」。
生
徒
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の

中
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
か
ら
缶
の
材
料
と
デ
ザ
イ
ン
、

金
属
印
刷
・
製
缶
の
工
程
ま
で
を
鑑
賞
し
て
も
ら

っ
た
後
、
講
師
役
の
同
連
合
会
野
口
雅
春
専
務
理

事
は
、
撮
影
で
使
っ
た
缶
の
部
品
を
見
せ
な
が
ら

缶
造
り
に
つ
い
て
補
足
説
明
し
た
。
さ
ら
に
「
缶

の
材
料
の
ブ
リ
キ
は
磁
石
に
付
く
こ
と
」「
使
い

終
わ
っ
た
缶
は
裁
縫
箱
な
ど
色
々
な
入
れ
物
に
再

利
用
で
き
る
」「
生
徒
が
暮
ら
し
て
い
る
台
東
区

に
は
、
昔
は
缶
の
工
場
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
が
今

で
は
１
ヶ
所
し
か
残
っ
て
い
な
い
」
な
ど
を
紹
介

し
た
。

　

生
徒
か
ら
「
ふ
た
の
角
を
丸
め
る
技
術
は
す
ご

い
」「
缶
を
つ
く
る
手
順
や
技
術
を
学
ん
だ
」「
ふ

た
の
部
分
を
持
っ
て
も
缶
が
落
ち
な
い
の
に
簡
単

に
ふ
た
を
開
け
ら
れ
る
技
術
は
す
ご
い
」「
缶
が

出
来
上
が
る
ま
で
に
た
く
さ
ん
の
人
が
携
わ
っ
て

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会

い
る
こ
と
に
驚
い
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

た
。
担
任
の
先
生
か
ら
は
「
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
視
覚
に
訴

え
ら
れ
れ
る
の
で
子
供
た
ち
は
普
段
よ
り
も
理
解

が
早
か
っ
た
」「
実
物
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
子

供
た
ち
は
余
計
に
『
触
っ
て
み
た
い
』『
見
て
み

た
い
』『
知
り
た
い
』
と
い
う
好
奇
心
が
た
く
さ

ん
生
ま
れ
る
と
思
う
」
と
生
徒
の
反
応
に
つ
い
て

語
っ
た
。

一般
缶
業
界
再
生
へ
の
道
を
探
る

「
課
題
解
決
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」成
果
普
及
講
習
会
を
開
催

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

　

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
平
成
29
年
度

に
組
合
及
び
組
合
員
の
新
た
な
発
展
と
組
合
の
組

織
強
化
、
活
性
化
を
図
る
目
的
で
、
東
京
都
中
小

企
業
団
体
中
央
会
の
支
援
を
受
け
た
課
題
解
決
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
で
①
組
合
組
織
の
存
在
意
義
と

組
合
理
念
の
確
立
②
組
合
財
政
と
共
同
事
業
の
見

直
し
を
研
究
テ
ー
マ
に
設
定
し
、
テ
ー
マ
の
解
決

の
糸
口
を
抽
出
す
る
た
め
、
組
合
員
を
対
象
に
経

営
実
態
調
査
及
び
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
た
。

こ
れ
ら
の
調
査
の
分
析
結
果
や
研
究
内
容
を
「
課

題
解
決
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
成
果
報
告
書
〜

一
般
缶
業
界
再
生
へ
の
道
〜
」
と
し
て
と
り
ま
と

め
た
。

　

こ
の
成
果
を
組
合
員
に
周
知
さ
せ
る
た
め
同
組

合
は
平
成
30
年
５
月
17
日
、
東
京
・
港
区
の
浜
松

町
東
京
會
舘
で
課
題
解
決
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
普

及
講
習
会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
21
人
。

　

開
講
に
あ
た
り
広
浜
泰
久
理
事
長
代
行
が
挨
拶

し
た
後
、
同
事
業
を
主
導
し
た
課
題
解
決
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
特
別
委
員
会
の
竹
内
雅
夫
委
員
長
（
同
組

合
副
理
事
長
）
が
講
習
会
の
趣
旨
説
明
を
行
っ
た
。

続
い
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
多
田
統
一
氏
（
同
組

合
特
別
顧
問
）
が
「
一
般
缶
業
界
再
生
へ

の
道
」
を
テ
ー
マ
に
講
義
し
た
。
ま
た
、

明
治
大
学
政
治
経
済
学
部
の
森
下
正
専
任

教
授
が
専
門
家
の
立
場
か
ら
指
導
所
見
を

述
べ
た
。
終
了
後
に
は
講
習
会
に
参
加
し

た
満
足
度
、
理
解
度
や
報
告
書
の
評
価
な

ど
を
聞
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

3年生の教室で子供たちにものづくりの大切さを説明する野口専務理事

コーディネータの多田統一特別顧問（右）と
専門家の森下正明治大学教授
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東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
平
成
30
年
２

月
１
日
、
東
京
・
中
央
区
の
明
治
座
で
第
38
回
優

良
従
業
員
表
彰
式
を
開
催
し
た
。
表
彰
式
は
組
合

創
立
以
来
毎
年
実
施
し
て
い
る
。
今
回
は
組
合
員

各
社
か
ら
推
薦
さ
れ
た
10
人
が
受
賞
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
関
東
経
済
産
業
局
産
業
部
製
造
産

業
課
の
斎
藤
昌
子
課
長
と
東
京
都
中
小
企
業
団
体

中
央
会
の
堀
内
忠
専
務
理
事
、
橋
北
隆
総
務
課
長

が
出
席
し
た
。

　

表
彰
式
は
神
宮
善
太
郎
運
営
委
員
長
の
司
会
で

進
行
。
竹
内
雅
夫
副
理
事
長
が
開
会
の
辞
を
述
べ

た
あ
と
、
挨
拶
に
立
っ
た
定
村
光
理
事
長
は
、
一

般
缶
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
制
作
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
使
っ
た
台
東
育

英
小
学
校
で
の
出
前
授
業
な
ど
、
最
近
の
主
な
組

合
活
動
を
紹
介
し
な
が
ら
「
最
近
の
も
の
づ
く
り

は
大
量
生
産
で
安
く
売
れ
れ
ば
い
い
と
い
う
風
潮

が
は
び
こ
っ
て
い
る
。
本
当
に
こ
れ
で
い
い
の
か
。

も
の
づ
く
り
の
大
切
さ
は
人
間
の
心
が
基
本
だ
。

心
を
込
め
て
つ
く
れ
ば
消
費
者
に
渡
っ
た
と
き
に

そ
の
心
が
い
く
ら
か
で
も
通
じ
る
は
ず
だ
。
こ
の

こ
と
を
皆
さ
ん
は
忘
れ
な
い
で
欲
し
い
」
と
激
励

し
た
。

　

続
い
て
同
理
事
長
か
ら
受
賞
者
一
人
ひ
と
り
に

表
彰
状
と
記
念
品
が
渡
さ
れ
た
。
受
賞
者
を
代
表

し
金
方
堂
松
本
工
業
㈱
製
造
管
理
課
課
長
代
理
の

木
村
広
太
氏
が
謝
辞
を
述
べ
た
。
こ
の
あ
と
関
東

経
済
産
業
局
の
斎
藤
課
長
、
東
京
中
央
会
の
堀
内

専
務
理
事
か
ら
祝
辞
が
あ
っ
た
。
水
戸
部
伸
寿
理

事
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
、
記
念
撮
影
の
の
ち
表
彰

式
は
終
了
。
休
憩
後
、
明
治
座
「
コ
ロ

ッ
ケ
特
別
公
演
」
を
観
覧
し
た
。

　

受
賞
者
は
以
下
の
通
り
（
敬
称
略
）。

中
村
崇
（
金
方
堂
松
本
工
業
㈱
）、
木

村
広
太
（
同
社
）、
堀
江
英
樹
（
同
社
）、

野
口
定
夫
（
寺
島
製
缶
工
業
㈱
）、
岡

田
貴
子（
㈱
ト
ー
カ
ン
）、町
田
直
子（
㈱

ヒ
ロ
ハ
マ
）、
山
崎
加
代
子
（
同
社
）、

瞿　

雷
（
同
社
）、井
上
亜
夕
実
（
同
社
）、

渡
會
哲
也
（
水
戸
部
製
缶
㈱
）

受
賞
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
主
な
感
想

◆
こ
の
受
賞
を
糧
と
し
て
丁
寧
に
前
向

　

き
な
姿
勢
で
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い

　

き
た
い
。

◆
特
別
公
演
も
と
て
も
楽
し
く
日
頃
の

　

疲
れ
が
と
れ
た
。
日
々
頑
張
り
会
社

　

に
貢
献
し
た
い
。

◆
上
司
、
同
僚
や
家
族
の
お
か
げ
で
表

　

彰
さ
れ
た
と
思
う
。
こ
れ
を
忘
れ
ず

　

に
精
進
し
た
い
。

◆
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
忘
れ
ず
、
業
界

　

の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
ま

　

す
。

◆
〝
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
〞
年
数
を
重
ね
て
も
お

　

ご
る
こ
と
な
く
仕
事
に
臨
ん
で
い
き
ま
す
。

◆
大
変
価
値
あ
る
受
賞
で
し
た
。
さ
ら
に
自
分
を

　

磨
き
業
界
の
発
展
に
尽
く
し
て
い
き
た
い
。

定
村
理
事
長
か
ら
優
良
従
業
員
10
人
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
る

第
38
回
優
良
従
業
員
表
彰
式
を
開
催

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

東日本一般缶工業協同組合

　東日本一般缶工業協同組合は平成30年5月17日、
共同事業を通じて地域経済等の発展に貢献したとして
組合創立40周年にあたり、関根正裕商工組合中央金
庫（商工中金）社長から感謝状を受賞した。

商工中金から感謝状

表彰式会場で記念撮影。前列右から4人目が関東経済産業局斎藤課長、
同3人目が東京都中央会堀内専務理事、同2人目が同橋北課長
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平成２９年１２月～平成３０年５月までの一般缶生産出荷実績
（単位：ｔ）

            29.12

  30.  1

2

3

4

 5

29.12

  30.  1

         2

         3

         4

         5

年　月

経
済
産
業
省
デ
ー
タ

連
合
会
デ
ー
タ

生　産
出　　荷

販　売 その他
在　庫

５，２８４ 
（５，１０３）
４，６２８ 
（４，４５３）
４，７７４ 
（４，７１７）
５，０４５ 
（５，３２５）
４，９３８ 
（４，８６２）
４，９５８ 
（５，１１１）
４，００１ 
（４，０３８）
３，２４２ 
（３，３８８）
３，２９１ 
（３，４０６）
３，３７５ 
（３，６３９）
３，５２４ 
（３，６７８）
３，３７４ 
（３，６１７）

５，９８１ 
（５，３３６）
５，１２０ 
（４，５３６）
５，４０８ 
（４，６５４）
５，５７６ 
（５，３７８）
４，７１７ 
（４，８４３）
５，３３９ 
（４，９０９）
４，０９０ 
（４，０８０）
３，２０６ 
（３，１９３）
３，２８８ 
（３，２６４）
３，４８９ 
（３，５３７）
３，４８４ 
（３，５６２）
３，３０６ 
（３，４５０）

５９ 
（１４４）
４４ 

（８８０）
４８ 
（９７）
５１ 
（７６）
６５ 
（２３）
３５ 

（１０３）

９，３３８ 
（９，３１４）
８，８２４ 
（９，９００）
８，１２０ 
（９，９２８）
７，５７２ 
（９，７８２）
７，７４１ 
（９，７６７）
７，３２７ 
（９，８６４）
５，８７２ 
（５，０３８）
５，９３６ 
（５，２１１）
５，８９１ 
（５，２６２）
５，８０７ 
（５，３２０）
５，８９２ 
（５，３５７）
５，９９５ 
（５，５５１）

（　）内は前年同月実績　
経済産業省データは生産動態統計鉄鋼月報より転載

一般
缶
缶
友
会
が
28
年
の
歴
史
に
幕

　

一
般
缶
缶
友
会
（
会
長
・
齋
藤
光
由
齋
藤
製
罐

社
長
）
は
平
成
30
年
３
月
15
日
、
臨
時
総
会
を
開

催
し
、
会
員
数
の
減
少
に
加
え
、
経
営
者
の
高
齢

化
や
若
手
後
継
者
不
足
等
の
理
由
で
平
成
30
年
７

月
31
日
に
解
散
す
る
決
議
を
行
っ
た
。
同
会
は
東

日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
の
青
年
部
組
織
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
一
般
缶
製
造
業
の
次
代
を
担
う

後
継
者
を
育
成
し
、
そ
の
継
続
的
交
流
を
通
じ
て

活
動
の
強
化
を
図
る
目
的
で
、
平
成
２
年
５
月
、

「
東
日
本
一
般
缶
若
手
経
営
者
会
」の
名
称
で
発
足
。

平
成
12
年
に「
一
般
缶
若
手
会
」、平
成
14
年
に「
一

　東日本一般缶工業協同組合は平成30年３月19日、
東京・墨田区吾妻橋のすみだビジネスサポートセン
ターで教育技術講習会「品質管理につながる測定器
具の使い方、管理方法及び強度試験」を開催した。
この講習会は同センターのオンデマンド制度を活用し
て企画された。参加者は８社10人。講師は同センター
ものづくりコーディネーターの中条知和氏と清水直人氏。
前半は代表的な測定器具であるブロックゲージ、ノギ
ス、マイクロメーター、ダイアルゲージの使い方と精度
管理について説明を受けた。後半は試験機を使って
引張、圧縮、曲げ等の試験方法を学んだ。

「品質管理につながる
測定器具の使い方、
管理方法及び強度試験」

「品質管理につながる
測定器具の使い方、
管理方法及び強度試験」

東日本一般缶工業協同組合 教育技術講習会を開催

テーマ

　全日本一般缶工業団体連合会は今年20回目となるエ
コプロ2018にスチール缶リサイクル協会、全国十八リット
ル缶工業組合連合会と共同出展し、エコの優等生である
一般缶を広くアピールします。
　エコプロ2018は消費財や生産財、エネルギー、各種サー
ビスまで、６５０社・団体が出展する環境とエネルギーの未来
展。来場層は環境への関心が高いビジネスパーソンから一
般消費者まで様々なステークホルダー17万人が来場予定。

今年もエコプロ2018に出展します今年もエコプロ2018に出展します
■平成30年12月６日（木）～８日（土）
■東京ビッグサイト東ホール

全日本一般缶工業団体連合会

般
缶
缶
友
会
」
と
改
称
し
、
中
小
企
業
問
題
に
関

す
る
研
究
及
び
研
修
や
会
員
相
互
の
親
睦
、
協
力

企
業
と
の
交
流
を
中
心
に
活
動
し
て
き
た
。
平
成

30
年
７
月
12
日
、
東
京
・
台
東
区
雷
門
の
ス
テ
ー

キ
と
み
い
で
34
人
が
参
加
し
て
解
散
式
を
開
き
、

創
立
か
ら
28
年
の
歴
史
に
事
実
上
の
幕
を
閉
じ
た
。

自社の品質管理に役立たせようと熱心に勉強する参加者
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大
阪
府
大
東
市
御
領
三
│
五
│
二
〇

電　

話
〇
七
二（
八
七
四
）〇
九
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
八
七
五
）四
二
五
二

代
表
取
締
役
社
長  

矢 

谷 

満
里
子

日
西
製
罐
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
淀
川
区
加
島

　
　
　
　
　
　
　
　

  

四
│
一
〇
│
四
四

電　

話
〇
六（
六
三
〇
九
）四
〇
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
〇
一
）二
一
〇
〇

代
表
取
締
役  

砂 

川 

秀 

樹

株
式
会
社
ゼ
ン
ユ
ー

大
阪
府
東
大
阪
市
岩
田
町
二
│
三
│
二
八

電　

話
〇
六（
六
七
二
三
）五
五
四
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
七
二
五
）三
四
七
〇

代
表
取
締
役
社
長  

清 

水 

雄
一
郎

大
阪
製
罐
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
鶴
見
区
今
津
北

 　
　
　
　
　
　
　

 　
　

一
│
七
│
三
八

電　

話
〇
六（
六
九
六
八
）六
七
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
九
六
二
）三
二
五
八

代
表
取
締
役  

渡 

邊 

靜 

雄

江
戸
川
製
罐
工
業
株
式
会
社

大
阪
府
泉
南
市
り
ん
く
う
南
浜
三
│
一
七

電　

話
〇
七
二（
四
八
二
）〇
一
〇
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
四
八
二
）一
〇
一
五

代
表
取
締
役  

田 

中 

住 

子

平
和
製
罐
株
式
会
社

東
京
都
葛
飾
区
立
石
二
│
二
五
│
一

電　

話
〇
三（
三
六
九
三
）〇
八
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
九
四
）七
七
五
九

代
表
取
締
役  

定 

村
　
光

寺
島
製
缶
工
業
株
式
会
社

茨
城
県
つ
く
ば
市
緑
ヶ
原
四
│
六

電　

話
〇
二
九（
八
四
七
）七
二
二
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九（
八
四
七
）六
七
七
九

代
表
取
締
役
社
長  

中 

田 

則 

彦

エ
ヌ
エ
ス
金
属
工
業
株
式
会
社

東
京
都
江
戸
川
区
平
井
五
│
四
六
│
九

電　

話
〇
三（
三
六
一
二
）四
一
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
一
七
）五
〇
三
四

代
表
取
締
役  

加 

島
　
裕

江
戸
川
製
罐
株
式
会
社

東
京
都
墨
田
区
石
原
二
│
二
八
│
一
一

電　

話
〇
三（
三
六
二
五
）一
六
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
二
五
）一
六
八
八

代
表
取
締
役
社
長  

本 

多 

三 

郎

株
式
会
社
ヒ
ロ
ハ
マ

東
京
都
台
東
区
東
上
野
一
│
二
八
│
一
二

電　

話
〇
三（
三
八
三
一
）一
一
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
三
一
）七
一
四
一

代
表
取
締
役
社
長  

竹 

内 

雅 

夫

金
方
堂
松
本
工
業
株
式
会
社

愛
知
県
瀬
戸
市
安
戸
町
一
三
│
八

電　

話
〇
五
六
一（
八
四
）四
八
五
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
六
一（
八
四
）四
八
五
八

理
事
長  

安 

藤 

宏 
行

中
部
製
罐
工
業
協
同
組
合

東
京
都
台
東
区
浅
草
橋
五
│
四
│
五

      　
　

  

ハ
シ
モ
ト
ビ
ル
五
Ｆ
五
〇
二

電　

話
〇
三（
五
八
〇
九
）三
一
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
六
四
）〇
九
一
一

会
　
長  

定 

村
　  

光

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会

東
京
都
台
東
区
浅
草
橋
五
│
四
│
五

      　
　

  

ハ
シ
モ
ト
ビ
ル
五
Ｆ
五
〇
二

電　

話
〇
三（
五
八
〇
九
）三
一
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
六
四
）〇
九
一
一

理
事
長  

定 

村
　
光

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

大
阪
府
大
阪
市
北
区
天
神
橋
二
│
四
│
一
七

       　
　
　
　

 　
　

千
代
田
第
一
ビ
ル

電　

話
〇
六（
六
三
五
三
）一
九
七
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
五
三
）一
九
六
七

理
事
長  

清 

水 

雄
一
郎

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

東
京
都
千
代
田
区
神
田
和
泉
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
│
一
三
│
一

電　

話
〇
三（
三
八
六
六
）一
一
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
六
六
）二
三
八
八

代
表
取
締
役
社
長  

水
戸
部 

伸 

寿

水
戸
部
製
缶
株
式
会
社

東
京
都
文
京
区
湯
島
三
│
一
六
│
一
三

電　

話
〇
三（
三
八
三
六
）〇
六
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
三
六
）〇
六
九
三

代
表
取
締
役
社
長  

中 

川 

太 

郎

中
川
製
罐
株
式
会
社

千
葉
県
野
田
市
上
三
ヶ
尾
二
六
一

電　

話
〇
四（
七
一
二
五
）一
二
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四（
七
一
二
五
）三
六
三
七

代
表
取
締
役  

神 

宮 

善
太
郎

株
式
会
社
神
宮
製
作
所

茨
城
県
守
谷
市
百
合
ヶ
丘
二
│
四
八
〇
七

電　

話
〇
二
九
七（
四
八
）二
五
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九
七（
四
八
）二
五
五
二

代
表
取
締
役  

杉 

浦 

由
記
夫

杉
浦
製
罐
株
式
会
社

広
島
県
東
広
島
市
志
和
町
冠
一
一
六
五
│
二

電　

話
〇
八
二（
四
三
三
）五
四
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
八
二（
四
三
三
）五
四
五
三

代
表
取
締
役
社
長  

吉 

田 

冨
美
男

光
工
業
株
式
会
社

東
京
都
江
戸
川
区
松
島
四
│
三
七
│
六

電　

話
〇
三（
三
六
五
四
）八
九
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
五
五
）七
三
四
八

代
表
取
締
役  

澤 

田 

武 

史

東
邦
金
属
工
業
株
式
会
社

大
阪
府
高
石
市
高
砂
三
│
二
四

電　

話
〇
七
二（
二
六
八
）〇
七
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
二
六
八
）〇
七
八
二

代
表
取
締
役  

小 

西 

康 

晴

生
野
金
属
株
式
會
社

東
京
都
千
代
田
区
四
番
町
二
│
一
二

電　

話
〇
三（
五
二
一
一
）六
二
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
五
二
一
一
）〇
一
八
一

代
表
取
締
役
社
長  

田 

辺 

敏 

幸

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
二
│
六
│
一

電　

話
〇
三（
六
八
六
七
）四
一
一
一

代
表
取
締
役
社
長  

進 
藤 
孝 
生

新
日
鐵
住
金
株
式
会
社

東
洋
鋼
鈑
株
式
会
社

奈
良
県
天
理
市
永
原
町
五
五

電　

話
〇
七
四
三（
六
七
）三
一
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
四
三（
六
七
）三
一
四
一

代
表
取
締
役  

髙 

垣 

悦 

夫

新
高
垣
製
缶
株
式
会
社

大
阪
府
堺
市
堺
区
南
島
町
三
丁
一
三
一

電　

話
〇
七
二（
二
二
三
）八
一
二
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
二
二
三
）八
一
四
〇

代
表
取
締
役  

下 

宮 

正 

裕

下
宮
金
属
工
業
株
式
会
社

京
都
府
綴
喜
郡
井
手
町
大
字
多
賀

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
字
西
松
ヶ
花
一

電　

話
〇
七
七
四（
八
二
）二
〇
七
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
七
四（
八
二
）四
三
二
四

代
表
取
締
役  

奥 

村 

清 

司

奥
村
製
鑵
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

柿 

木 

厚 

司

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
株
式
会
社

東
京
都
千
代
田
区
内
幸
町
二
│
二
│
三

電　

話
〇
三（
三
五
九
七
）三
一
一
一

東
京
都
墨
田
区
業
平
一
│
二
│
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

本
所
ビ
ル
二
階

電　

話
〇
三（
三
六
二
六
）二
四
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
二
六
）二
五
〇
二

会
　
長  

中 

田 

正 

和

全
日
本
金
属
印
刷
工
業

 　
　
　

 

協
同
組
合
連
合
会

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
大
伝
馬
町
一
│
七

電　

話
〇
三（
三
六
六
三
）八
三
五
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
六
三
）八
三
五
八

理
事
長  

茂 

木 

孝 

之

東
京
都
錻
力
地
金
商
業
協
同
組
合

暑
中
お
見
舞

　 
申
し
上
げ
ま
す 

（
順
不
同
）
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大
阪
府
八
尾
市
太
田
七
│
一
〇

電　

話
〇
七
二（
九
四
八
）〇
五
五
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
九
四
八
）二
八
五
五

代
表
取
締
役  

木 

下 

光 

美

有
限
会
社
山
野
初
製
缶
所

愛
知
県
岡
崎
市
宮
地
町
字
郷
東
三
九

電　

話
〇
五
六
四（
五
一
）一
五
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
六
四（
五
一
）一
五
六
三

代
表
取
締
役
社
長  

安 

藤 

宏 

行

日
東
製
罐
販
売
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
北
区
大
淀
中

 　
　
　
　
　
　
　
　

 

五
│
一
一
│
二
四

電　

話
〇
六（
六
四
五
一
）五
一
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
四
五
一
）〇
八
二
一

代
表
取
締
役  

山 

本 

浩 

之

山
雄
製
缶
工
業
株
式
会
社

三
重
県
伊
勢
市
佐
八
町
八
九
四

電　

話
〇
五
九
六（
三
九
）一
一
三
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
九
六（
三
九
）一
一
三
六

代
表
取
締
役
社
長  

山 

本 

健 

士

ネ
　
ピ
　
ユ
　
ー

株
式
会
社
Ｎ
・
Ｐ
・
Ｗ
技
研

大
阪
府
大
阪
市
住
吉
区
万
代
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

一
│
一
│
四
〇

電　

話
〇
六（
六
六
九
一
）一
一
二
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
六
九
一
）一
一
二
七

代
表
取
締
役  

井 

上 

歩 

美

株
式
会
社
井
上
博
商
店

大
阪
府
大
阪
市
北
区
天
満
二
│
一
二
│
八

電　

話
〇
六（
六
三
五
三
）〇
九
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
五
三
）九
四
四
九

代
表
取
締
役  

松 

本 

勝 

俊

松
本
金
属
工
業
株
式
会
社

埼
玉
県
八
潮
市
大
曽
根
一
二
八
九

電　

話
〇
四
八（
九
九
六
）〇
〇
三
九

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
九
六
）二
七
二
七

代
表
取
締
役  

小 

川 

千
枝
子

株
式
会
社
池
上
金
属
印
刷

埼
玉
県
越
谷
市
新
川
町
一
│
一
四
五

電　

話
〇
四
八（
九
八
七
）〇
七
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
八
七
）〇
七
三
〇

代
表
取
締
役
社
長  

窪 

島 

孝 

行

明
邦
鋼
業
株
式
会
社

東
京
都
千
代
田
区
神
田
和
泉
町
一
│
七
一

電　

話
〇
三（
五
六
八
七
）五
九
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
五
六
八
七
）六
一
五
五

代
表
取
締
役
社
長  

中 

村
　
定

中
村
商
事
株
式
会
社

埼
玉
県
草
加
市
苗
塚
町
五
七
七

電　

話
〇
四
八（
九
二
二
）八
三
七
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
二
二
）八
三
七
五

代
表
取
締
役  

菊 

井
　
治

エ
イ
コ
ー
株
式
会
社

千
葉
県
松
戸
市
上
本
郷
八
一

電　

話
〇
四
七（
三
六
二
）〇
一
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
七（
三
六
二
）八
七
一
五

代
表
取
締
役  

江 

連
　
一

株
式
会
社
江
連
金
属
印
刷
所

千
葉
県
船
橋
市
小
野
田
町
一
五
一
二
│
三

電　

話
〇
四
七（
四
五
七
）五
四
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
七（
四
五
七
）七
二
三
八

代
表
取
締
役  

菅 

谷 

誠 

一

東
都
金
属
印
刷
株
式
会
社

東
京
都
墨
田
区
太
平
四
│
五
│
一
五

電　

話
〇
三（
五
六
一
一
）七
七
七
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
五
六
一
一
）七
七
六
〇

代
表
取
締
役
社
長  

田 

川 

正 

之

富

安

株

式

会

社

大
阪
府
大
阪
市
鶴
見
区
今
津
中

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

二
│
四
│
三
四

電　

話
〇
六（
六
九
六
三
）〇
四
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
九
六
八
）二
二
九
八

代
表
取
締
役  

岩 

橋
　
徹

株
式
会
社
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス

　
　
　
　
　
　
　
金
属
工
場

千
葉
県
野
田
市
木
間
ヶ
瀬
二
五
〇
一
│
一

電　

話
〇
四（
七
一
九
八
）二
六
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四（
七
一
九
八
）二
七
七
九

代
表
取
締
役  

竹 

腰 

忠 

臣

株
式
会
社
城
北
錻
力

　
　
　
　
　
　
印
刷
工
業
所

大
阪
府
大
東
市
御
領
三
│
七
│
三

電　

話
〇
七
二（
八
七
〇
）九
七
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
八
七
〇
）九
七
三
〇

代
表
取
締
役  

清 

末 

浩 

史

Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事

ブ
リ
キ
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社

埼
玉
県
草
加
市
苗
塚
町
五
七
七

電　

話
〇
四
八（
九
二
五
）一
五
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
二
八
）二
六
二
〇

代
表
取
締
役  

菊 

井
　
治

富
安
金
属
印
刷
株
式
会
社

埼
玉
県
三
郷
市
彦
川
戸
一
│
三
八
│
六

電　

話
〇
四
八（
九
五
三
）二
三
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
五
三
）五
四
二
一

代
表
取
締
役  

二 

橋 

英 

之

二
橋
プ
リ
ン
ト
株
式
会
社

茨
城
県
稲
敷
郡
河
内
町
長
竿
冨
田
四
四
六
二

電　

話
〇
二
九
七（
八
六
）二
二
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九
七（
八
六
）二
四
二
〇

代
表
取
締
役
社
長  

中 

田 

正 

和

大
成
ブ
リ
キ
印
刷
株
式
会
社

東
京
都
葛
飾
区
亀
有
五
│
四
八
│
一
五

電　

話
〇
三（
三
六
二
〇
）八
〇
三
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
二
〇
）八
〇
六
〇

代
表
取
締
役
社
長  

茂 

木 

孝 

之

ス
チ
ー
ル
リ
ー
フ
株
式
会
社

東
京
都
墨
田
区
本
所
一
│
二
│
三

電　

話
〇
三（
三
六
二
三
）一
一
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
二
二
）六
二
六
四

代
表
取
締
役  

高 

野 

康 

弘

高
野
興
業
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
西
区
北
堀
江

　
　
　
　
　
　
　
　

  

一
│
二
二
│
一
四

電　

話
〇
六（
六
五
四
一
）九
三
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
五
四
一
）三
五
八
八

代
表
取
締
役  

武 

田 

有 

広

三
幸
商
事
株
式
会
社

大
阪
府
東
大
阪
市
楠
根
二
│
六
│
三

電　

話
〇
六（
六
七
四
八
）二
三
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
七
四
六
）〇
四
〇
〇

代
表
取
締
役
社
長  

是 

松 

一 

郎

是
松
鋼
商
株
式
会
社

千
葉
県
市
川
市
塩
浜
一
│
一
四

電　

話
〇
四
七（
三
〇
六
）〇
二
一
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
七（
三
〇
六
）〇
二
四
八

代
表
取
締
役
社
長  

宮 

内
　
太

株
式
会
社
M
O
B
Y

埼
玉
県
川
口
市
東
領
家
四
│
七
│
一

電　

話
〇
四
八（
二
九
一
）九
〇
九
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
二
九
一
）九
〇
九
八

代
表
取
締
役  

金 

澤 

幸 

一

新
里
機
工
株
式
会
社

大
阪
府
豊
中
市
豊
南
町
西
四
│
七
│
二
〇

電　

話
〇
六（
六
三
三
二
）〇
二
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
三
四
）〇
二
五
五

代
表
取
締
役  

辻
　
亘 
彦

三
国
金
属
工
業
株
式
会
社

大
阪
府
高
石
市
取
石
七
│
五
│
一
六

電　

話
〇
七
二（
二
七
四
）一
二
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
二
七
一
）六
三
六
五

代
表
取
締
役  

渋 

谷 

眞
理
子

明
和
金
属
工
業
株
式
会
社

暑
中
お
見
舞

　 
申
し
上
げ
ま
す 

（
順
不
同
）

大
阪
府
八
尾
市
太
田
七
│
一
六

電　

話
〇
七
二（
九
四
九
）六
七
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
九
四
九
）六
七
五
九

代
表
取
締
役  

大
久
保 

八 

城

日
東
金
属
工
業
株
式
会
社

大
阪
府
八
尾
市
宮
町
三
│
四
│
七
〇

電　

話
〇
七
二（
九
二
三
）〇
九
二
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
九
二
三
）三
八
九
一

代
表
取
締
役  

佐 

郷 

泰 

章

株
式
会
社
東
伸
金
属
印
刷
工
業
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東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
南
一
│
一
六
│
一
一

電　

話
〇
三（
五
七
二
〇
）五
五
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
五
七
二
〇
）五
五
一
六

代
表
取
締
役  

桑 

田 

敬 

士

株
式
会
社
愛
罐
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

千
葉
県
船
橋
市
南
海
神
一
│
八
│
一

電　

話
〇
四
七（
四
三
五
）〇
〇
一
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
七（
四
三
三
）九
七
六
一

代
表
取
締
役  

大 

塚 

吉 

弘

日
本
メ
タ
ル
プ
リ
ン
ト
株
式
会
社

東
京
都
葛
飾
区
東
新
小
岩
五
│
一
七
│
二

電　

話
〇
三（
三
六
九
一
）六
一
七
九

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
九
一
）六
一
七
九

代
表
取
締
役  

大 

貫 

賢 

充

大
貫
金
属
工
業
株
式
会
社

愛
知
県
東
海
市
南
柴
田
町
ハ
の
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

一
三
八
│
一
三

電　

話
〇
五
二（
六
〇
三
）五
五
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
二（
六
〇
三
）五
五
九
五

代
表
取
締
役  

茶 

屋 

正 

則

株
式
会
社
伊
賀
井
商
店

大
阪
府
摂
津
市
別
府
二
│
三
一
│
一
八

電　

話
〇
六（
六
三
四
九
）一
六
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
四
九
）七
二
二
八

代
表
取
締
役
社
長  

川 
島 
大 
吾

西
部
容
器
株
式
会
社

暑
中
お
見
舞

　 
申
し
上
げ
ま
す 

（
順
不
同
）

平
成
30
年
2
月
か
ら

　
　
　

7
月
ま
で
の
行
事

﹇
東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
﹈

２
／
１　

第
38
回
優
良
従
業
員
表
彰
式

２
／
２　

事
務
局
長
協
会
「
新
年
交
流
会
」

２
／
13　

大
和
製
罐
㈱
山
口
勇
副
社
長
お
別

　
　
　
　

れ
の
会

２
／
14　

第
４
回
課
題
解
決
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　

特
別
委
員
会

３
／
12　

Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会
打
合
せ
会
議

３
／
16　

第
２
回
常
任
理
事
会

３
／
16　

第
４
回
理
事
会
（
役
員
会
）

３
／
19　

教
育
技
術
講
習
会
「
品
質
管
理
に

　
　
　
　

つ
な
が
る
測
定
器
具
の
使
い
方
、

　
　
　
　

管
理
方
法
及
び
強
度
試
験
」

３
／
20　

東
京
中
央
会「
情
報
連
絡
員
報
告
会
」

３
／
27　

東
京
都
経
営
支
援
課
「
中
小
企
業

　
　
　
　

支
援
・
施
策
説
明
会
」

３
／
29　

事
務
局
長
協
会「
第
62
回
定
期
総
会
」

４
／
11　

第
64
回
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会

４
／
12　

監
事
会

４
／
13　

理
事
懇
談
会

４
／
19　

第
１
回
常
任
理
事
会

４
／
19　

第
１
回
理
事
会
（
役
員
会
）

５
／
９　

東
京
中
央
会
「
役
員
・
評
議
員
合

　
　
　
　

同
会
議
」

５
／
17　

課
題
解
決
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
成
果

　
　
　
　

普
及
講
習
会
」

５
／
17　

第
40
回
通
常
総
会

５
／
23　

事
務
局
長
協
会
「
総
務
部
会
」

５
／
31　

東
京
中
央
会
第
66
回
通
常
総
会

６
／
１　

第
５
回
課
題
解
決
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　

特
別
委
員
会

６
／
５　

算
定
基
礎
届
申
告
説
明
会
（
年
金

　
　
　
　

事
務
所
）

６
／
14　

算
定
基
礎
届
申
告
説
明
会
（
東
京

　
　
　
　

都
鉄
二
健
保
組
合
）

６
／
18　

理
事
懇
談
会

６
／
20　

中
小
企
業
大
学
校
研
修
会
打
合
せ

６
／
25　

東
京
中
央
会
「
金
融
委
員
会
」

６
／
27　

事
務
局
長
協
会
「
企
業
等
視
察
見

　
　
　
　

学
会
」

７
／
10　

東
京
中
央
会
「
役
員
・
評
議
員
合

　
　
　
　

同
会
議
」

７
／
18　

正
副
理
事
長
会
議

７
／
24　

東
京
都
経
営
支
援
課
「
平
成
30
年

　
　
　
　

度
団
体
情
報
連
絡
会
」

７
／
24　

東
京
中
央
会
「
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

　
　
　
　

講
習
会
」

﹇
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
﹈

３
／
29　

役
員
会

５
／
10　

缶
友
会
ゴ
ル
フ
会　
　

５
／
24  
第
50
期
通
常
総
会

５
／
24  

創
立
50
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

﹇
全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
﹈

２
／
７　

鉄
鋼
製
品
団
体
協
会
「
研
修
会
・

　
　
　
　

新
年
会
」

２
／
27　

東
京
都
中
小
企
業
振
興
公
社
「
中
小

　
　
　
　

企
業
I
O
T
活
用
最
前
線
講
習
会
」

２
／
28　

台
東
育
英
小
３
年
生
出
前
授
業

３
／
６　

経
済
産
業
省
金
属
課
「
食
品
衛
生

　
　
　
　

法
改
正
説
明
会
」

３
／
16　

第
２
回
理
事
会
（
役
員
会
）

３
／
16　

第
３
回
全
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

　
　
　
　

推
進
協
議
会

４
／
23　

ス
チ
ー
ル
缶
連
絡
協
議
会

５
／
８　

監
事
会

５
／
30　

明
大
森
下
教
授
と
の
一
般
缶
イ
ノ

　
　
　
　

ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
打
合
せ

６
／
15　

第
40
回
定
時
総
会

６
／
15　

第
１
回
全
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

　
　
　
　

推
進
協
議
会

６
／
26　

鉄
鋼
製
品
団
体
協
会
「
第
56
期
通

　
　
　
　

常
総
会
」

７
／
６　

一
般
缶
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー

　
　
　
　

ラ
ム
2
0
1
8

７
／
10　

全
国
十
八
リ
ッ
ト
ル
缶
工
業
組
合

　
　
　
　

連
合
会
「
第
20
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
18
」

７
／
12　

経
済
産
業
省
金
属
課
「
製
造
業
に
お

　
　
　
　

け
る
外
国
人
材
受
け
入
れ
説
明
会
」

７
／
18　

第
１
回
東
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

　
　
　
　

推
進
協
議
会

７
／
25　

ス
チ
ー
ル
缶
連
絡
協
議
会

７
／
26　

Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｓ
2
0
1
8

﹇
一
般
缶
缶
友
会
﹈

３
／
15　

臨
時
総
会

７
／
12　

解
散
式

﹇
東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
﹈

９
／
12　

第
２
回
理
事
会
（
役
員
会
）

９
／
27　

東
京
中
央
会
「
中
小
企
業
ト
ッ
プ

　
　
　
　

セ
ミ
ナ
ー
」

10
／
29　

東
京
都
鉄
二
健
保
組
合
「
第
19
期

　
　
　
　

組
合
会
議
員
総
会
」

11
／
10　

東
京
産
業
考
古
学
会
講
演
会

11
／
22　

事
務
局
長
協
会
「
職
員
交
歓
会
」

11
／
22　

東
京
都
鉄
二
健
保
組
合
「
理
事
会
」

11
／　
　

第
65
回
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会

12
／
14　
第
３
回
理
事
会
（
役
員
会
）・
忘

　
　
　
　

年
会

﹇
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
﹈

８
／
3　

 

役
員
会　

８
／
22　

合
同
部
会

10
／
３　

４
Ｓ
会

10
／
下
旬
缶
友
会
ゴ
ル
フ
会

12
／
7　

 

役
員
会

﹇
全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
﹈

12
／
6
〜
8　

環
境
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
未
来

　
　
　
　

展
「
エ
コ
プ
ロ
2
0
1
8
」

平
成
31
年

１
／
11　

三
役
年
始
挨
拶
回
り

１
／
18　

第
１
回
理
事
会
（
役
員
会
）

１
／
18　

第
２
回
全
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

　
　
　
　

推
進
協
議
会

１
／
18　

新
年
賀
詞
交
歓
会

《
代
表
者
交
代
》

（
特
別
賛
助
会
員
）

東
洋
鋼
鈑
㈱

　

代
表
取
締
役
社
長　

田
辺
敏
幸
氏

平
成
30
年
６
月

（
一
般
賛
助
会
員
）

三
井
物
産
ス
チ
ー
ル
㈱　

　

代
表
取
締
役
社
長　

宇
都
宮
悟
氏

平
成
30
年
４
月

日
鉄
住
金
物
産
㈱　

　

代
表
取
締
役
社
長　

佐
伯
康
光
氏

平
成
30
年
６
月

（
東
日
本
特
別
会
員
）

東
洋
製
罐
㈱

　

代
表
取
締
役
社
長　

本
多
正
憲
氏

平
成
30
年
４
月

大
和
製
罐
㈱

　

代
表
取
締
役
社
長　

山
口
裕
久
氏

　
　
　
　

平
成
30
年
６
月

（
東
日
本
組
合
員
）

大
日
製
罐
㈱

　

代
表
取
締
役
社
長　

石
澤　

昇
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
30
年
４
月

大
和
サ
ー
ビ
ス
㈱

　

代
表
取
締
役
社
長　

雨
森
雅
彦
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
30
年
５
月

（
東
日
本
協
力
会
員
）

㈱
Ｍ
Ｏ
Ｂ
Ｙ

　

代
表
取
締
役
社
長　

宮
内　

太
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
30
年
４
月

《
脱
退
組
合
員
》

（
東
日
本
組
合
）

善
友
金
属
㈱
東
京
営
業
所平

成
30
年
３
月
31
日

松
本
製
罐
㈱　
　
　
　
　

平
成
30
年
３
月
31
日

《
社
名
変
更
》

（
西
日
本
組
合
員
）

㈱
ゼ
ン
ユ
ー
（
旧
会
社
名
：
善
友
金
属
㈱
）

　

H
P U
R
L 　

http://w
w
w
.zen-yu.co.jp

平
成
30
年
５
月
１
日

《
住
所
変
更
》

（
東
日
本
組
合
）

大
和
サ
ー
ビ
ス
㈱

　

〒
1
3
1
│
0
0
3
4

　

東
京
都
墨
田
区
堤
通
１
│
19
│
９

　
リ
バ
ー
サ
イ
ド
墨
田
セ
ン
ト
ラ
ル
タ
ワ
ー
１
階

　

電　

話（
0
3
）
6
6
5
7
│
0
4
0
1

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
0
3
）
3
6
1
1
│
0
2
4
1

平
成
30
年
５
月
７
日

《
お
悔
や
み
》

平
成
29
年
12
月
12
日

　

大
和
製
罐
㈱
代
表
取
締
役
副
社
長

　

山
口　

勇
様
ご
逝
去

平
成
30
年
６
月
25
日

　

㈲
山
野
初
製
缶
所
取
締
役
会
長

　

山
野
良
雄
様
ご
逝
去

組
合
伝
言
板

缶
友
会
ゴ
ル
フ
会

◆
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会

　

平
成
30
年
４
月
11
日
筑
波
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
で
第
64
回
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会
を
開
催
。
参
加

者
は
24
人
。

　

上
位
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

優
勝　

松
村
善
治
氏
（
松
村
製
缶
）

47
・
48
・
95
・
19
・
76

二
位　

小
黒
保
満
氏
（
日
進
製
缶
）

43
・
41
・
84
・
8
・
76

三
位　

窪
島
孝
行
氏
（
明
邦
鋼
業
）

46
・
53
・
99
・
20
・
79

シ
ニ
ア
枠

優
勝　

松
村
善
治
氏
（
松
村
製
缶
）

47
・
48
・
95
・
19
・
76

　

次
回
は
平
成
30
年
11
月
に
行
う
予
定
。

　

平
成
30
年
５
月
10
日
大
阪
府
の
池
田
カ
ン

ツ
リ
ー
倶
楽
部
で
、
晴
天
の
下
、
第
１
５
２

回
の
ゴ
ル
フ
会
を
開
催
し
た
。

　

上
位
の
入
賞
者
は
次
の
通
り

優
勝　

佐
々
木
浩
司
氏
（
富
安
金
属
印
刷
）

　
　
　

 

47
・
44
・
22
・
69

二
位　

増
田
竜
介
氏
（
井
上
博
商
店
）

       

45
・
44
・
17
・
72

三
位　

小
島
善
男
氏
（
中
村
商
事
）

       

52
・
42
・
19
・
75

＊
次
回
は
平
成
30
年
10
月
に
行
う
予
定

◆
東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

平
成
30
年
８
月
か
ら

　
平
成
31
年
１
月
ま
で
の
行
事
予
定


